
5216A 52ロ ードマチックスペシャル

1)仕  様
機 械 落径

機 械 厚 ミ

テ ン プ振 動 数

自動 巻 (手巻 装 置 付 )

カ レ ン ダーー  日イ寸 。 日程日 ・

25.60mm φ

4.23mm

28,8001コ /日寺

曜 文 字 ・ 和 英 切 換 機 構 ・

リュ ウ ズ 回 転 式 日曜 修 正

秒 針 規正 装 置

微 動 緩 急 装 置  ア ォ リ調 整 ‐cI置

2)特  長

52ロ ー ドマ チ ッ ク スペ シ ャ ル の うす 型 ム

ー ブ メ ン トの特 長 の 生 か し、分 解 修 理 あ

る い は 取 扱 い の 容 易 性 を考 慮 し設 計 され

た高 精 度 の 時 計 で す 。

従 来 の 52ロ ー ドマ チ ッ ク と異 な る主 な点

は 次 の 通 りで す 。

1.日 曜 修 正 の 不 能 区 間 をな くしま した。

2.瞬間 日・ 曜 送 り機 構 を な く して 、 カ

レ ン グ ー機 構 を簡 単 に し ま し た。

3)分 解 ・ 組 立

分解は図番号の∝ ⑩の順に、組立は⑩

→ ① の順 にお こな っ て くだ さ い。

4)注  油

図中 でつ ぎの記 号 ιよ、 油 の種 類・ 量 ・ 注

,由 箇所 を示 します。

●租言 類

‐  メ ー ビ ス V

‐  メ ー ビ ス A

l■  セ イ コ ー ウ オ ッチ 油 S-6

‐  セ イ コ ー ウ オ ッ チ 油 S-4

鮨  セ イ コ ー ウ オ ッチ 油 S-3

● 注 油 量

―
 多め に

の 標 準 量

の  極 く少 量
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52■ 6A 自動 巻 機 権 表 :論タリ

回 転 錘

図
―回転錘 取 付 け、取 はず

しには、 図の よ うな先

端 の ドライバ ー を使 用

して くだ さい。

い
①
①

②
③

④

Ｏ

伝 工 受 ネ ジ (2本 )一
― ― 一 一 一 一 一 一 ― 一 一 一 一 一 一 一 一 響

一 番 受 ネ ジ (3本 )

切 換 ツ メ に は 、 絶 対 注 油 し な い で く だ

さ い 。自動 巻 の 巻 J■ げ が 悪 く な り ま す 。

一 番 伝 工 車

―
ゼ ンマ イを戻 してお いて く

(一番 仲 介 車

テンプ

-i':/ t )v*+'>

7 > 2.)vg

アンクル

(二番 伝 工 車 )

地オ反か らιまずれ まヨ士ん

注 )ダ イ ヤ シ ョ ッ ク の バ ネ と 同 じ
タ イ プ を使 用 し 、 分 解 ・ 組 立 を

容 易 に し ま し た 。

四 番 車

秒 金十カ ナ

三 番 車

二 番 受 ネ ジ (2本 )

二 番 受

二 番 仲 介 車

リヽ
tlftf )t -f tF -, :+-r! + J, 60)

秒 針 カ ナ 押 エ バ ネ

①
①
①

⑫
①
①
①
Ｏ
①
⑩
⑩

*F..Eu,r-,14-

＼
＼、、___ォ シ ドリピン

]三 レ バ ー

方ンギ車

香 車 箱

香 箱 車 は分 解 す る必要

はあ りませ ん .

万 ‐分 解 洗樵 した場 合

は S-3油 を注 油 して
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52■ 6A分 解 組 立 時 の注 意

◎ ゼ ン マ イ の 戻 し方

1番ィ云工車をはず した場合は、必ずゼンマイをほどい

て お き ます 。 ほ ど き方 は 、 図 の よ う に ピ ン セ ッ トで コ

ハ ゼ を矢 印 方 向 に 寄 せ て 静 か に リュ ウ ズ を戻 しな が ら

ゼ ンマ イ を ほ ど き ま す 。

⑩ 秒 針 カ ナ 押 エ バ ネ の 組 み 方

秒 針 カナ の上 方 か ら組 み 込 み ます と、秒 針 カ

ナオ甲Tバ ネが ホ グ`菩Бに 当 り、 IEし く郎こり4けけ
られ ませ んの で注意 し、取 り付 け後 、 図の正

しい位 置 に あ るか 、確 認 して くだ さい。

・ 秒 針 カナ頭 部 への注 油

・ 二 番 伝 ェ 車 へ の 注 油

。二 番 伝 ェ 車 へ の 注 油

4

３し

一 番 仲 介 草

苓 伝 工 車
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52■ 6Aカ レングー機構
⊂多珪□

①― ② の よ うに して ミゾ

を 1広 ιず、 ドラインヾ ――をオ寺
上 げれ ばよ友きとるこ とが

で きます。

た主 :ド ライバ ー をまわす
時 、 饉r車 を肖」らな い よ
う注意 して くだ さい。
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52■ 6A分 解 組 立 時 の注 意
で

⑬・⑭・⑩・⑩・⑫・⑬ 日・曜送ツメの組込方

日 i差 ッ メ を セ ッ ト し ま t. 2  曜 i基 ッ メ ・ 曜送 ツ メ座 を
セ ントします。

3 日送 車 ネジを締め ます。

④ 揺 動 レバ ー の 注 油

1ら正 歯 車
/́′
///´

//´
///

日付・ 曜 日の修 正 機構 (リ ュ ウ ズ 2段 目 )

|リ ュ、ウ ズ :左 111城 :)

日 。曜 送 り時 刻 中 の 日・ 曜 早 修 正 に つ い て

日送 ツ メ (ま た は 曜 送 ツ メ )の 先 端 が 日車 の 歯 の 間 に

あ る時 に 、 日の 早修 正 を お こ な い ます と、 日の 早 修 正

は お こ な え ます が 、 日送 ツ メ に よ る 日送 りは 、 お こ な

わ な い事 が あ り ます の で 注 意 して くだ さ い。

揺 動 レバ ー

/
修 Tカ ナ

注油後 3～ 4回車 を回転 させ 、油 が
軸に ゆ きわ た る よ うに して くだ さい

′
修 正 歯 車

″特

日 送 車 ネ シ

ズ右 回 車云)

曜 伝 工 車

・ｏ
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52■ 6A 切 換 機 構

(曜伝 工 車 )
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参 考
・じ

ゼ ンマ イ巻 き

。手 巻 き機 構 (リ ュ ウ ズ 1段 目 )

キチ車 と丸 穴 車が か み あ って い る状 態 (リ ュ ウ ズ 1段

目、 2段 目 )で 、 リュ ウ ズ を右 に 回す と図の よ うに遊
動 丸 穴車 を仲 介 して角 穴 車 が 回 され 、 ゼ ンマ イが巻 け

ます。 リュ ウ ズ を左 に 回す と、九 穴 車 と遊動 丸 穴 車 の
か み あ いが ιまずれ 、 ゼ ンマ イは巻 かたしま二きノレ。

また通 常 の 自動 巻上 げ の場 合 も、 九 穴 車 と遊動 丸 穴 草

のかみ あ いが はず れ ます。

自動巻 機構

自動 巻機 構 は 回転錘 が左 右 どち らの 方 向 に 回転 し

切 換 伝 工車 の働 きに よって一 定 方 向 の 回転 とな り

ね にゼ ンマ イ を巻上 げ ます。

・ 秒 針 規 正 装 置

リュ ウ ズ 3段 目 に 引 き出 し針 回 し状 態 に す る と規正 レ
バ ー先 端 の ピ ンが テ ン フ を押 え て 、作 動 を停 止 し ま す。

・ ア オ リ調整 装 置

この ア オ リ調 整 レバ ー を動 か す と ヒゲ受 と ヒゲ棒 の ス

キマ が変 わ り、等 時 性 の調 整 が で きます。

等 時 性 の調 整 は、工 場 で厳密 にお こなわれ て 出荷 され

ます の で、 テ ンプ を取 替 え る必要 の生 した時 以 外 は、

ア オ リ調 整 レバ ー を動 か さな いで くだ さ い。

´ 遊 動 丸 穴 パ ネ

遊 動 丸 穴 車
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